
アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

人�と�植物�の�い�い�関係�

　小学校や幼稚園が�高いフェンスで囲まれ�、登下校�

時には親が同伴�し�ています。公園や�路地でも子ども�

だけで遊んでいる姿�が見えません。子ども�は元気に�

外で遊べ、という時�代は終わって�し�まったので�し�ょ�

うか。幼児犯罪の多�発など、今の社会の歪�みをつく�

って�し�まった私たち大人�のツケが、子どもたち�に回�

って�し�まったようです。�外で遊ばずに大人にな�るこ�

とに強く不安を感�じ�ます。�

　私たちが子どもの�ころは、雲の形が何に�見えるか、�

鳥や馬、お腹が空い�ている時にはアンパン�に見える�

など、他愛もない遊�びを楽�し�んでいま�し�た。学校帰�

りの道草や、河原や�森、そ�し�て近くの公園でた�くさ�

んの時間を過ごすこ�とで、自然の大切さと�怖さを教�

わってきま�し�た。�

　そ�ん�な�恵�ま�れ�た�環�境�下�で�五�感�（�視�覚、聴�覚、嗅�覚、�

味�覚、触�覚�）�を�フ�ル�に�使�っ�て�遊�ん�だ�の�と�同じ�暮�ら�し�

を、今の子どもたち�に与えるのが難�し�くなったのが�

現状です。�

　それならば、微�力ながら、なんとか工�夫�し�て子ど�

もたちに自然と接�する機会をつくってあ�げたいとい�

う思いから、庭や�近所で見かけるコケや�草花、家庭�

にあるいろいろな�容器や包材など身近に�あるものを�

材料に�し�て家の中に、テーブ�ルの上に、オリジナル�

の�小�さ�な�大�自�然�を�つ�く�る�プ�ロ�グ�ラ�ム�（�テ�ー�ブ�ル�ガ�ー�

デン）�を、自然環境学習と�し�て各地で教えていま�す。�

　いつも目の届く�ところに植物があり、�３か月くら�

いその生長を見守�っていると、犬や猫な�どのペッ�ト�

と同�じ�ようにかわいいと思う�気持ちが芽生えてきま�

す。昨日と今日の�植物の違いを観察�し�たり、弱って�

いたら元気になる�ように手入れを�し�たり…。�

　身近にある自然�を感�じ�ることがきっかけにな�って、�

ひいては地球全体�の自然環境に興味を持�つようにな�

ります。そ�し�て、連鎖的に観察力や�創造力も育って�

きます。大切なの�は、子どもたちの心の�芽を摘まず�

に、やさ�し�く見守ることです�。�

（やの　ティー）�

特�集�

第� 回�
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授業の極意�

　造形遊びの極意は「ひらめきと、選択と、つながり」を気楽にたの�し�むことだろう。�

つくる前からアイディアスケッチや設計図があるわけではないが、たぶん漠然と�し�た�

アイディアはあるだろう。たまたま気に入ったものや何かつくれそうなものを「ひら�

めき」や「思いつき」のままに組み合わせて「アー�ト�」に�し�ていくたの�し�さと高揚感。�

もともと、ものづくりのたの�し�さって、こんな感�じ�だったと思いながらまわりを見る�

と、子どもたちはそれぞれに真剣な顔でいろいろこだわってつくっている。�

　出来上がりに決まりのない造形作品は、作者にさえ完成予想はできないが、その時�

々の思いや願いのようなものはある。�「ここは切り取ろうか、つなげようか」�「高く積�

み上げようか、横に広げようか」�「紙をはろうか、色をぬろうか」�。おおむね、このよ�

うなひらめきや思いつきが自分の工作技術に見合って出てくるようになれば、極意そ�

の１は身につけたことになるだろう。�

　極意その２は、選択である。�「たくさんある木切れの中でどれを使うか」�「絵の具の�

色は�何�色�に�す�る�か」�「ど�の�筆�を使�お�う�か」�。選�ぶ�こ�と�は�無�限と�言�っ�て�も�よ�い�ほ�ど�あ�る。�

こういう言い方をするならば、造形に限らず、生活の中はさまざまな選択の連続だと�

言えるが、�「安全」�とか�「常識」�とかの枠の中で、その選択の幅は制限されていること�

が多い。�し�か�し�、造形にはほとんど制限がないので選択の幅も無限である。�

　極意１、２を縦横に駆使�し�て、�「できた作品をどこに飾ろうか」�「何というタイ�ト�ル�

をつけようか」�「次は何をつくろうか」�、そういったつながりや広がりが第３の極意と�

も言えるもので、�「たの�し�かったなあ」�と、心から感�じ�られるようになれば免許皆伝で�

ある。�

　こんな造形のたの�し�さを忘れず、いくつになってもたの�し�く遊べる大人になってほ�

し�い。�「造�形�遊�び」の�時�間�が�な�く�な�っ�て�も、た�の�し�い�思�い�出�は�心�の�中�に�深�く�沈�み�込み、�

やがて「インスタ�レ�ーション」と呼び名を変えて、伏流水のようにわき出�し�てほ�し�い。�

矢野 TEA
（ガーデンデザイナー）�

造形で遊�べ�る�大�人にな�る�ために�

造形遊び�・�イ�ン�ス�タ�レ�ー�シ�ョ�ン�の巻�

―　�ひ�ら�め�き�と�、�選択�と�、�つなが�り�と�　�―�

「テーブルの上で楽しむ小さな森」�
（左右40㎝）�
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　造形遊びの「授業の極�意」と言えば、私は「材�

料の魅力」を的確に示�し�、�「場所」を生か�し�、�「子�

どもどう�し�のかかわり合い」を大事に�することだ�

と考えます。以下に、そ�の三つの要点と今回行っ�

た造形遊び「つなげてみ�ると」の授業について述�

べます。�

　材料の魅力をどう子ど�もたちにア�ピ�ールするか�

ということが導入では特�に大事です。ア�ピ�ールの�

し�かたによって活動が活発にな�ったり、そうでな�

かったり、授業の方向が�変わったり�し�ます。示�し�

方が強ければ活動が画一�的になる場合もあるで�し�

ょう。�し�たがって、どのような活動が�できるか、�

実際に材料を扱いながら�事前に検討�し�ておくこと�

が大事です。�

　「おも�し�ろいこと、たの�し�いこと、不思議なこ�

と」が子どもの活動の最�も大きな動機になります�

から、そのあたりをキー�ワー�ド�に材料の魅力を検�

討することが大事です。�ただ�し�、指導者が考えた�

活動をそのとおりにさせ�るのが造形遊びの目的で�

はないので、予測を立て�ておき、それなりの準備�

を�し�ておくことに留めておきま�す。子どもたちが�

どんな活動を�し�てくれるかを期待�し�て、一緒にた�

の�し�めるくらいがちょうどよい�と思います。�

　材料のたの�し�み方は子どもが一番よ�く知ってい�

ます。普段から、子ども�がどんなふうに材料とか�

かわり、遊んでいるかを�、気をつけて見るように�

し�たいものです。また美術館な�どで、近・現代の�

作家が材料をどう扱って�いるかを見ると参考にな�

ります。�

　今回の授業「つなげて�みると」の材料は、�ト�ウ�

モロコシから生まれた地�球環境に優�し�い緩衝材と�

　最近の子どもたちを教えて�いて、以前と違うな�

と感�じ�ることに、子どもたちどう�し�のかかわり合�

いがあります。例えば、一人�の子どもが教えたこ�

とと違った活動を�し�ていても、本人がまわ�りを見�

て気がついたり、まわりの子�どもが本人に教えて�

あげたりすることができない�ことが増えてきてい�

るように思えます。�

　普段の図工の授業では一人�一人の活動になるの�

で気がつかないことが多いの�ですが、その点、造�

形遊びをすると子どもどう�し�のかかわり合いがよ�

く見える�し�、造形遊びが子どものか�かわり合いを�

育てるのに有効だということ�がわかります。そう�

いう意味でも子どもどう�し�のかかわり合いを深め�

る造形遊びを大事に�し�たいです。�

　ところで、教師が子どもの�中に入ってリーダー�

と�し�て活動するのを時々見か�けますが、子どもど�

う�し�の試行錯誤を大事に�し�て、教師の出番は控え�

めに�し�たいものです。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　最後にもう一つ、造形遊び�の授業の極意をつけ�

足すとすると、�「気楽にできること」�であると思い�

ます。いくらよい材料でも準�備や片づけが大変で、�

後にごみの山が残るようでは�レ�ギュラーの授業に�

なることはできません。�

　�「準備、片づけ」�と�「�活発な造形活動」�とのバラ�

ンスのよい授業を見つけて、�教師も子どもたちも�

気楽に造形遊びがもっとたく�さんできたらよいと�

思います。その点、今回の授�業は準備も片づけも�

簡単で、�し�かも子どもたちは活動を�たの�し�み、と�

ても満足�し�て帰っていきま�し�た。�

（いわた　まこと）�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　どんな場所で子どもたち�に活動させるかを考え�

ておくことも大事です。大�きく活動させたければ�

広い校庭や体育館で、そう�でなければ教室で、と�

スペースだけで考えがちで�すが、場所の形やその�

雰囲気などもとても大事で�す。広いだけでなく、�

時には狭い場所や隅、穴の�ような場所、階段の下、�

木や草などの自然のある場�所など、子どもの視線�

に立って、たの�し�い不思議な場所を見つ�けてみた�

いものです。�

　よい場所と材料がうまく�組み合わされれば活動�

は自然に広がります。今回�は何の変哲もないただ�

の図工室ですが、子どもた�ちは自分たちで材料に�

合ったスペースを見つけて�活動�し�ていま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　造形遊びが他の造形活動�と最も違うことに、子�

どもどう�し�のかかわり合いがあり�ます。友達を手�

伝ったり、一緒につくった�り、友達の�し�ているこ�

とを見て発想を広げたり、�褒めたり、意見を言っ�

たり、鑑賞�し�たりということを、特に設�定�し�なく�

ても自然に行われるのが造�形遊びです。�

し�て製品化されているもの�です。形もサイズも繭�

に似ています。種類にもよ�りますが、今回使った�

ものは水に溶け、お互いを�くっつけることができ�

ます。瞬間的にくっつくの�で、形をどんどんつく�

ることができます。自然素�材なので触った感触も�

悪くありません。�

　授業の展開と�し�ては、材料を大量に用�意�し�て、�

投げたり、潜ったり、クッ�ションに�し�て寝転がっ�

たりすることも考えられま�し�たが、今回はくっつ�

けて形をつくることを活動�の主に�し�ま�し�た。形を�

つくると言っても、何かす�きなものをつくるとい�

うつくり方ではなく、くっ�つけることをたの�し�ん�

でいたら何か形ができてき�たという展開になると�

造形遊びの目的に合ってい�ると考えま�し�た。�

　そこで導入では、思いつ�くままにくっつけて、�

形ができてくるたの�し�さが伝わるように、実際�に�

いろいろにくっつける方法�をやって見せま�し�た。�

子どもたちは形がどんどん�できるのを見てとても�

やる気を見せていま�し�た。�

　活動の流れは、初めに一�人でくっつけてつくる�

→それを班の人どう�し�でくっつける→またそれ�を�

他の班の人とくっつけると�いうように�し�ま�し�た。�

活動がだんだんに広がって�、子どもどう�し�のかか�

わりも増えていきます。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

特　�集�授業の極意� 第�4回　造形遊び・イ�ン�ス�タ�レー�シ�ョ�ン�の巻�

2．場所�を生かす�

1．材料の魅�力を示す�

3．�子どもどう�し�のかかわり合いを大事にする�

4．気�楽にできる授業をたくさんする�

東京都練馬区立�小竹小学校　�岩田　�真�

「�材料�の�魅力」�「場所」�「子�ど�も�ど�う�し�の�かか�わ�り�合�い�」�を�大事�に�し�て�
―造形遊び：�「つなげてみ�る�と�」�（第2学年）�を�通�し�て―�

初めは一人でつくってたのしむ。�

班の人どうしで、形を合体する。�

すきな場所に移動してつくり始める。�

隣の班とつなげて。�
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　�「�楽し�い�造�形�活�動�（�造�形�遊�び�）�」�（�以�下、�「造�形�遊�

び」�）�は、子どもたちにとってわ�くわくする活動内�

容であっても、教師にと�ってはその成果をどこに�

見出�し�ていくのかがつかみにく�く、どのように実�

践�し�ていくべきか日々悩むとこ�ろである。第５・�

６学年まで導入されたに�もかかわらず、授業時間�

数の削減も手伝ってか、�残念ながらさまざまな実�

践が積み重ねられている�ようには感�じ�られない。�

　本稿は、筆者が平成19年度１学期に実践�し�た二�

つの事例を振り返り、�「造形遊び」�について考えて�

みるものである。�

　１本の角材を子どもた�ちに提示�し�て、�「今日はこ�

れを切ってみようと思う�んだけど。どうやったら�

切れるかな？」と問いか�け、角材を切るのにどん�

な道具を使うとよいかを�考えることから始めた。�

　いろいろ出た意見を検�討�し�た結果、�「両刃のこぎ�

り」が登場。道具の観察�（スケッチ）�、刃の種類と�

安全を確認�し�た後、子どもたちは角材�を切り始め�

た。一つ二つ、角材が切�れるたびに歓声がわき起�

こり、どの子も夢中にな�っていった。さらに切っ�

ていくと、�「まっすぐ切れない」�「切り口がぎざぎ�

ざになる」�「小さくなると押さえにくい�」�などの問�

題も発生。子どもたちの�欲求に答える形で「両刃�

の�こ�ぎ�り」の�使�い�方�を�伝�え、�「ク�ラ�ン�プ」や「万�

力」などの新たな道具を�提示�し�ていった。�

　材料�（ベニヤ板）�を追加�し�、さらに切っていく中�

で、新�た�な�道�具�（�糸�の�こ�ぎ�り�や�電�動�糸�の�こ�ぎ�り�な�

ど）�も子どもの要求に応じて加�えていった。�

　このような活動を通�し�て各自が道具を適切に選�

び、工夫�し�て使い、さまざまな形に加�工�し�ていっ�

　二つの実践のうち、事例①�は「つくりたいもの�

をつくる」と�し�て、事例②は「造形遊び」�と�し�て�

カリキュラムに位置づけて取�り組んだ。�

　�「つくりたいものつくる」�と�し�て取り組んだ事例�

①では、材料�（角材とベニヤ板）�を切っていく過程�

において、子どもたちが自然�発生的に、切った材�

料を積んだり並べたり�し�始めた。これらの活動は�

まさ�し�く「造形遊び」であり、結果�と�し�て「つく�

りたい」という欲求を引き出�すものとなった。�

　つまりこの事例は、�「造形遊び」�で始まり、三つ�

の�注�文�を�出し�た�時�点�で、�「つ�く�り�た�い�も�の�を�つ�く�

る」にシフ�ト�し�たと言える。生まれてきた�作品は�

自分ら�し�いアイディアとこだわりが�盛り込まれ、�

一つ一つ味わい深いものとな�った。�「造形遊び」�で�

始まったからこそ生まれた作�品であると考えてい�

る。�

　�「造形遊び」�と�し�て取り組んだ事例②は、�活動か�

ら造形意欲を引き出�し�た事例①とは違い、最初か�

ら「顔をつくろう」と提案�し�た。その結果、子ど�

もたちの活動が「顔」をつく�るためのものになっ�

て�し�まい、十分に材料や場所�とかかわったもので�

あったとは言えない。時間の�制約がなければもっ�

と違うアプローチを考えるべ�きであったと反省す�

る。�し�か�し�ながら、これだけの自然�の中で活動で�

きるチャンスはそうつくれる�ものではない。子ど�

もたちにとっては貴重な体験�となった。�

　二つ事例を比較�し�てみると、�「つくりたいものを�

つくる」と�し�て取り組んだ事例①の活動内�容のほ�

うが、より「造形遊び」のよ�さを生か�し�た授業で�

あると言えそうである。逆に�、事例②のように一�

見「造形遊び」のようではあ�るが、子どもたちが�

材料や場所に十分にかかわら�ずに終わって�し�まっ�

たものもある。�

　どのように実践すべきかを�悩む「造形遊び」も�

事例①のような取り組みを意�識�し�て取り入れてい�

くことで、自然に展開されて�いくのかも�し�れない。�

事例②も少ないチャンスを生�か�し�た点で言えば評�

価できるのではないか。二つ�の事例から学んだこ�

とを今後のカリキュラム編成�に生か�し�ていきたい�

と考えているところである。�

（いけだ　まきこ）�

　神戸市では、自然体験学�習と�し�て５泊６日の自�

然学校を５年生で実施�し�ている。事例②は、こ�の�

自然学校�（兵庫県関宮町養父市ハチ�高原）�で行った�

ものである。準備物は軍手�のみ。子どもたちは何�

も知らされずに、宿泊施設�の裏手にある雑木林に�

入った。�た。切れた角材やベニヤ板�は、�

さっそく机の上で並べたり�積�

まれたり�し�て、形づくられて�

は崩れ、さらに切ったピー�ス�

が加わり、また新たな形が�生�

まれていった。そんな中、�子�

どもたちから「○○をつく�っ�

てみたい」という欲求が生�ま�

れてきた。�

　�「つくってみたい」�形を実現�

するために、くぎやかなづ�ち�

特　�集�授業の極意�

1．は�じ�めに�

第�4回　造形遊び・イ�ン�ス�タ�レー�シ�ョ�ン�の巻�

を使って組み立てたいとい�う意見も出た。�

　そこで、何をつくるかは�子どもに任せ、私から�

は次の三つのことを注文�し�た。�

・�ケ�チ�ケ�チ�大�作�戦�…�も�ら�っ�た�材�料�（�角�材�と�ベ�ニ�ヤ�

板）�は全部使おう。�

・ガッチリ大作戦…少々の�ことではつぶれない頑�

丈で丈夫なものに�し�よう。�

・まとめて大作戦…生み出�すものは一つにまとめ�

よう。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　これらは子どもの意欲を�持続させ、材料とより�

深くかかわらせるための手�立てと�し�て設定�し�た。�

このような活動を通�し�て一人一人が材料とかか�わ�

り、自分ら�し�い形を生み出�し�ていった。子どもた�

ちの思考に限りなく寄り添�い、費や�し�た14時間。�

それでも足りなくて、夏休�みに入ってから５日間�

で延べ100人ほどの子ども�が図工室にやってきた。�

　最初に、目をつ�

ぶって、聞こえて�

くる音に耳を澄ま�

せ、においを感じ�

ながら、自然の中�

に身を置く自分を�

確認�し�た。そ�し�て、�

ここで見つけた材�

料と場所を利用�し�

て、�「顔�を�つ�く�ろ�

う」と提案�し�た。�

　自然体験を通�し�

て�の「仲�間�づ�く�

り」がねらいの一�

つでもあったので、�

活動は班ごとで行�

った。�

　他のスケジュー�

ルの関係もあり、�

顔をつくる活動は�

ほんの30分程度で�

あったが、子ども�

たちは「顔」に使�

える材料と場所を�

吟味�し�、友だちと�

協力�し�て雑木林に�

「顔」を出現させ�

ていった。生まれ�

てきた顔の表情は�

不思議とにこやか�

なものが多く、子�

どもたちの心を反�

映�し�ているようだ�

った。�

二つ�の�実践か�ら�
「楽�し�い�造形活動�（造形遊び）�」�を�考�え�る�

兵庫県神戸市立なぎさ�小学校　�池田　�真規子�

2．�実践事例①：第4学年�「どんどん切って…�
　　何が生まれるかな？」�

3．実践�事例②：第５学年�
　　「自然で顔をつくろう」�

4．二�つの実践を振り返って�

積んでみたら、どうなる�
のかな？�

力を合わせて。�

「笑顔いっぱい」�
　笑っている小枝は、簡単には見つから�
なかった。�

「テングサン」�
　笑っている感じにしました。チャーム�
ポイントは鼻です。�

子どもたちの思いがいっぱい詰まった作品たち。�
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　�「豊橋子ども造形パラ�ダイス」�は本年度で51回目�

を迎え、長い歴史を持つ�。市内の子どもたちの作�

品を公園に一堂に集めた�野外展示という位置づけ�

である。�し�か�し�、野外展示という意味�を考えると、�

たんに作品を展示すると�いうだけでなく、その展�

示場所の空間を演出する�という意味を持つことに�

もなる。つまり、�「インスタ�レ�ーション」である。�

　また、子どもたちにと�って「ポリ袋」は、ゴミ�

袋などの入れ物と�し�て見えている。�し�か�し�、さま�

ざまな色合いの「ポリ袋�」が大量にあったと�し�た�

ら、そのゴミ袋が大きな�袋になったと�し�たら…。�

そ�し�て、カラフルな色が扇風機�でふくれ上がる。�

そんな不思議なモニュメ�ン�ト�が公園の木立の間か�

らふわふわのぞいている�。そんな空間づくり。�

　そのたの�し�さを仲間と協力�し�てつくり上げる。�

つくり方は簡単で、ポリ�袋を切り開き、はり合わ�

せるだけである。何を公�園内に配置するのがおも�

し�ろいだろうか、と投げかけた�。�

・�カ�ラ�ー�ポ�リ�袋�17色�（�赤、橙、桃、黄、黄�緑、緑、�

青、ブルー、水、さくら、白�、黒、紫、茶、肌、�

金、銀）�、各100枚�

　　※大量の素材は題材�にとっての魅力。�

・透明梱包用テープ�（テープカッター）�

・産業用扇風機�

　　※複雑な形ほど強力�な扇風機が必要である。�

　　　簡単な形ならば家�庭用でも十分である。�

・はさみ�（よく切れるものがよ�い）�

●何をねらってや�るの…目的意識�

・木立の間に作品が並ぶ�おも�し�ろさ、わくわく感�

入り、安全面に留意�し�ながら、外側と内側とでは�

り合わせていくとよい。さら�に、飾りなどを表面�

にはりつけていく。�

　扇風機で風を送るだけで、�自分の身長をはるか�

に超える巨大モニュメン�ト�が立ち上がっていく。�

みんなで話�し�合いから制作まで協力�し�合い、でき�

上がった時の達成感や満足感�はとても大きなもの�

になった。�

　展示までは生徒自身ででき�なかったが、木立の�

間にさまざまなモニュメン�ト�が展示され、風に揺�

れて、ゆらゆらと動いていた�。�

　また、造形展の当日には、�傷んで�し�まったとこ�

ろを自主的に修理する生徒た�ちの姿が見られた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　作品づくりの中で、生徒た�ちはさまざまな表情�

を見せる。教師もともに工夫�できた喜びを感�じ�、�

技術面での相談を受けながら�生徒の様子をとらえ�

続け、次の活動に生かせるよ�うに支援する必要が�

ある。もちろん、生徒自身に�も振り返りの時間を�

確保することも大切である。�

（なかがみ　かずなり）�

特　�集�授業の極意�

1．空間を演�出�（展示から考える）�

第�4回　造形遊び・イ�ン�ス�タ�レー�シ�ョ�ン�の巻�

―風�と�ポ�リ�袋のアー�ト�「ふわふわモニ�ュ�メ�ン�ト�」�（第1学年�）�―�

4．具体物�での話�し�合い�（�イ�メ�ー�ジ�の具体化）�

（屋外作品展示、展示場�所の様子）�。�

・作品展に来てくれる人た�ちに喜んだり驚いたり�

し�てもらう。�

　この２点は作品づくりに�かけるエネルギーにな�

るので大切に�し�たい。�

　�「この会場に、�学級でどんなものをつく�ってみた�

いと思ったか」と問いかけ�、各自でアイディアス�

ケッチを描く。さらに、ス�ケッチを互いに見合う�

時間を設け、数点を選ぶ。�

　ここで意見の交流会を持�つ。それぞれよいと思�

うものを発表�し�合い、それについての意�見交換を�

する。形の難�し�さなどの技術的なことは�ともかく、�

いかに自分たちの学級にふ�さわ�し�く、また、森の�

中に展示するということで�、驚いたりおも�し�ろが�

ってもらえるのかというこ�とを大切な視点と�し�て�

話�し�合わせる。�

　なお、小学校や幼稚園の�子どもたちに喜んでも�

らいたいという視点が入っ�ているので、キャラク�

ターも認めていくことに�し�た。�

（1）�　�ポリ袋を使って�の配色計画�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　ポリ袋をグループの輪に�持ち込み、それぞれの�

部分の色を決定�し�ていく。手や足など分�かれるも�

のについて、それぞれの分�担を決める。�

（2）�　�活動�し�やすい広い場所�の確保�

　ポリ袋を切り開き、透明�梱包テープで接合�し�、�

完成のおよその大きさと形�に向けて、大きなポリ�

袋のシー�ト�をつくる。大きさを実�際に考え、部分�

とのつながりを考慮するた�めに、柔剣道場など広�

い場所を確保する。�

・統一事項…ポリ袋の切り�開く向きを決める。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�　�形を確認�し�ながらつくり、つく�り変える�

　シー�ト�が目標の大きさや形にな�った段階で、袋�

になるようにはり合わせて�いく。�

　また、空気が漏れないよ�うにはり合わせ、送風�

口と�し�て扇風機の羽の大きさの筒�を取りつける。�

そ�し�て、扇風機を使って、ふくら�ませては形を確�

認�し�、切ってみたりはり合わせて�みたり�し�ながら�

形を整えていく。やはりこ�こでも、具体物を使っ�

ての意見交換が大切である�。�

　さらに切り込みを入れ、�別々につくっていた部�

品をつけたりはったり�し�ていく。この場合も、�空�

気を送り込みながら、送風�口から２、３人が中に�

野外造形展�と�イ�ン�ス�タ�レ�ー�シ�ョ�ン�

2．準備には�、大量の素材�

3．制作の目�的意識を高揚させる�

5．屋�外展示�（できれば生徒の手で）�

6．活�動の中で子どもをとらえ、生かす�

愛知県豊橋市立羽田中�学校　�中神　�和也�

「この色とこの色を組み合わせて、どう？」�

縦長の形� 正方形に近い形�

「うわーっ！ 高い。」�

訪れた人々にも好評であった。�

小さな子どもたちの人気者。�
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　生徒一人一人が「自己�表現」できるように、生�

徒に何らかの刺激を与え�、気づかせ、個々の生徒�

に力をつけさせたいと考�え、授業においては次の�

ことに注意�し�ています。�

・３年間を通�し�て、領域が偏ることな�く多くの題�

材に触れさせながら基礎・基�本を押さえさせ、�

学習体験の積み上げを図る。�

・できる限り多くの素材�に触れさせる。�

・生活に生かす�（使う、飾るなど）�。�

　ま�た、�「当�た�り�前�の�こ�と�が�丁�寧�に、確�実�に�で�き�

る」ということも大切に�し�たいと考えています。�

　これまでの「紙」を素�材と�し�た生徒の制作の様�

子を観察する中で、�「紙」�の種類の豊富さや加工の�

多様性に、素材と�し�ての「紙」の魅力や可能�性を�

再認識させられることが�度々ありま�し�た。�

　授業ではさまざまな「�紙」を用います。だから�

こそ絵画でも異なるもの�を使わせて違いを味わわ�

せたり、それぞれの題材�で用いる紙について特性�

に触れたり�し�てきています。�

　身近な存在であり、今�後の生活でもつき合って�

いくであろう「紙」の魅�力に触れさせると同時に、�

種類の豊富な「紙」の中�から特性をふまえ、自分�

のねらいにそった「紙」�を選択すれば、個々に応�

じ�た表現ができ、生徒の表現に�広がりも見られる�

のではないかと考え、�「紙」�を生か�し�た�「生活の中�

で使うものをつくる」と�いう題材を設定�し�ま�し�た。�

（1）�　�授業の手順�

①授業で用いる「紙」を�可能な限り準備する。�

　「紙」の下調べを�し�、次の種類を選ぶ�（色は別）�。�

　シ�ー�ル�ス�画�用�紙、色�画�用�紙、ケ�ン�ト�紙�（�225㎏�）�、�

特　�集�授業の極意�

1．授業の考�え方�

第�4回　造形遊び・イ�ン�ス�タ�レー�シ�ョ�ン�の巻�

（3）�　�生徒作品�

①絵画的な表現�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

②立体的な作品�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

③飾ってたの�し�む作品�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

④パッケージ�（ものを入れる）�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

2．�「紙」という素材について�

3．授業の実�際�

「紙」�　�を�生か�し�て�
鹿児島県大島郡�大和村立大和中学校　�田邉　�真理子�

イラス�ト�ボー�ド�、モデルボー�ド�、スチ�レ�ンボー�

ド�、マーメイ�ド�紙、ＫＣペーパー、彩�雲紙、大�

理石紙、�レ�ザック、�江戸小紋、�岩肌紙�（エンボス�

ペーパー＝紙に型がつい�ている）�、�ト�レ�ーシング�

ペーパー�（半透明）�、�クラシコ�ト�レ�ース�（�ト�レ�ーシ�

ングペーパーに色がつい�たもの、霜降り状、赤、�

黄、緑、青）�、段ボール、カラー段ボー�ル�（白、�

灰、黒、茶、赤、黄、オ�レ�ンジ、緑、青、くす�

んだ緑）�など。�

②ざら紙などに手を加えさ�せ、平面から立体に姿�

を変えさせ、出来上がっ�たものを前に「折る・�

曲げる・切る・はる・組�む・編む」といった加�

工法を確認させる。�

③紙の歴史やその製法、日�本独自の「和紙」につ�

いて理解させる。�

④紙の特性　�（紙肌・厚み・重量・色）�を実物に触�

れて味わわせる。�

⑤制作の手順や方法を理解�させる。�

⑥制作に用いる紙を決定さ�せる。�

　　つくるもののアイディ�アをまとめさせ、紙を�

決めさせる。個々のもの�を確認、記録、集計す�

る。準備�し�てあるもの以外でも可能な�限り生徒�

の希望を取り入れる。不�足分の紙を購入する。�

⑦制作させる。�

　　生徒自身の立てた見通�し�にそって、紙や道具�

を使って制作�し�、完成させる。�

⑧制作の反省�（制作意図・選択）�と鑑賞をさせる。�

（2）�　�基礎・基本の指�導事項についての手�だて�

①紙の加工法について�

　　生徒の試�し�たもの、用意�し�た例で「折る・曲�

げる・切る・はる・組む�・編む」について示�し�、�

まとめる。作品の形状に�よって、�「厚み」�は大切�

な必要条件になることを�知らせる。�

②ポップアップ例の提示�

　　実物で示す。山折り・�谷折りの説明。基本作�

例、プリン�ト�資料の配付。�

・古来から紙が伝わり、そ�し�て活用に応�じ�ていろ�

いろな種類ができたという�ことに関心を持ちま�

し�た。紙とは、自分の想像�し�たものを形と�し�て�

表すことができ、それをつ�くることによって、�

「人�に�訴�え�る�こ�と」�、�「人�に�関�心�を�持�た�せ�る�こ�

と」�「人に感動を与えるこ�と」�など、いろいろな�

人に感情を持たせることの�できるもの、という�

ふうに僕は感�じ�ま�し�た。�

・紙というのは、一般的には�ぺらぺらなものだと�

思っていま�し�たが、視野を広げると厚い�ものや�

色のついたものなど、素材�にいろいろな違いが�

ありま�し�た。これをうまく利用す�ればさまざま�

な作品ができると思います�。�

・自分の考えで、ただの紙が�形を変えて、実用で�

きるものになったりするの�だから、紙ってすご�

い！�

・曲げたりポップアップ�し�たりするのがたの�し�か�

った。いろいろな形にでき�るのがたの�し�かった。�

・思っていたより、いろいろ�なことができること�

を知り、びっくり�し�た。案外、つくろうと思え�

ば何でもできそうな気がす�る。�

・普段捨てる段ボールも、少�し�手を加えるだけで、�

何でもつくれるので、いい�気持ちになった。�

　�「３年間で一番いい作品が�つくれたと思う。�紙で�

もいろんな使い方があって、�仕上がりがとてもよ�

かった。紙の種類の豊富さに�びっくり�し�た。�」�

　これは飾ってたの�し�む作品を制作�し�た生徒の感�

想です。�

　３年間、この生徒の姿を見�てきま�し�たが、本人�

が言っているように、本題材�ではこれまでの学習�

よりも工夫�し�、熱心に取り組みま�し�た。迷いつつ�

も教科書作品の中からヒン�ト�を得て、アルミホイ�

ルを芯に�し�て和紙をはって形成�し�、つくり上げま�

し�た。�

　生徒自身が表現を広げ、自�分の成長を実感でき�

るような授業を今後も工夫�し�たいと考えています。�

※３月までの前任校・鹿児島�県日置市立伊集院北�

中学校での実践�

（たべ　まりこ）�

4．制�作後の生徒の感想�

5．こ�の授業を終えて�

③接着剤の種類と選択につ�いて�

　　スチ�レ�ンボー�ド�は、発泡スチロール面の接�着�

には発泡スチロール用ボ�ン�ド�を用いることを指�

示する。�

　�⑤グリーティングカー�ド�（人に贈る）�

表�

内側�



　私は図画工作科�の時間が大す�

きです。子どもた�ちの笑顔と真�

剣なまなざ�し�をたくさん感じ、�

見つめることがで�きるからです。�

何かをかいたりつ�くったりする�

図画工作科の時間�は、まさに子�

どもたちとのステ�キな時間の共�

有なのです。一生�懸命に表現活�

動に没頭する子ど�もたちにそっ�

と耳を傾け、その�様子に注目す�

ると、いろいろな�ド�キ�ド�キやわ�

できない様子で�す。�私は一瞬�「手�

を貸�し�てあげようかな�」と思っ�

たのですが、汗�を光らせながら�

真剣に表現に向�かう表情に圧倒�

されたこともあ�り、�し�ば�し�見守�

ることに�し�たのです。�

　麻ひもを幾重�にも繰り返�し�２�

本の枝にまわ�し�、力をこめてギ�

リギリと縛り上�げていきます。�

し�か�し�、それでも枝は�グラグラ�

し�ている様子です。そ�のうちＮ�

君はのこぎりを�持ち出�し�、ある�

ことを始めま�し�た。なんと麻ひ�

もを巻きつけて�いる部分の枝に�

切り込みを入れ�ているのです。�

無言かつ真剣な�表情のＮ君。私�

は初め「ははぁ�ん、あきらめて�

切って�し�まうんだなぁ」と思�っ�

たのですが、全�くその逆だった�

11

での重要な営みの�一端を見せて�

くれているように�感�じ�られた。�

つくり出そうとす�る創造の強い�

エネルギーを感じ�る。�

　そ�し�て、このエネルギ�ーはど�

こから来るのかと�思えば、どこ�

か別の所からやっ�てくるのでは�

なく、すでに生徒�自身の中にあ�

り、先史時代の人�々から脈々と�

受け継がれてきて�いるものでは�

なかったのかと思�えた。�

　現在、美術教育�では、生徒の�

実体験不足などが�課題と�し�て取�

り上げられること�が多いが、生�

徒の中の強い創造�のエネルギー�

を大切に�し�て、今後も指導に当�

たっていきたいと�思う。�

（みのわ　と�し�かつ）�

　本校では、彫刻の�授業と�し�て�

「篆刻」を行ってい�る。縦横３�

㎝、高さ７㎝程度の�高麗石を使�

って、自分の名前や�デザインを�

彫刻させる。導入時�には、自分�

の名前を篆書体で書�かせたり、�

印材の側面のデザイ�ンを考えさ�

せ�た�り�し�て、�「絵�画�・�彫�刻」や�

「デザイン・工芸」�の活動要素�

を踏まえつつ展開�し�ていってい�

る。�

　自分の名前を篆書�体で書くと�

いう活動は生徒にと�って初めて�

の経験であり、取り�組み方も違�

ってくる。特に篆書�体の�「小篆」�

は柔の中に剛があり�、剛の中に�

柔があるという微妙な�バランス�

の上に成り立っている�という点�

で生徒にも受けがよか�った。�

　印材の側面にも彫刻�を彫らせ�

ているが、中には現代�彫刻家の�

抽象作品と見違えるば�かりの作�

品と出会うこともある�。�

　手を真っ白にさせな�がら篆刻�

刀を握り、真剣に彫っ�ている生�

徒の姿を見ると、ラス�コーやア�

ルタミラ洞窟壁画をか�いていた�

旧石器人の美術の制作�態度と同�

質のものを感じてくる�。�

　そこには、うまいと�かへたと�

かの表面上の評価はな�く、何か�

人間がこの世界で生き�ていく上�

　海の見える学校�に赴任�し�た。�

春はフノリ、夏は�ウニやホヤや�

昆布を採るが、漁�業権を持って�

いる人�し�か海には入れない。浜�

作業は限られた時�間に行われる�

ため、子どもが手�伝うことがで�

きない。海の町の�子どもたちだ�

が、�「海の子」ではなか�った。�

　この子たちを「�海の子」に�し�

たいという強い思�いがわいてき�

た。漁協にお願い�し�、磯の生き�

物との触れ合いと�浜作業体験を�

計画�し�た。磯遊びは実現�できた�

が、早春の作業、�潜って採る漁、�

潮や天候の影響な�ど、子どもた�

ちを浜作業にかか�わらせること�

は容易ではなかっ�た。�

　ある日、浜作業�を�し�ていると�

聞いて漁港に出か�けた。船から�

大きな網でウニが�あがると「わ�

あ、すごい」�「きれいな色」�「動�

いているぞ」�。�ウニをむく見事な�

手さばきに�「速いな」�「やさ�し�く�

水�に�入�れ�て�い�る」�「細�か�い�作�業�

だ」�。�子どもたちの心の中に�感動�

の波が打ち寄せる。�

　その思いを、ウニ�を持つ手の�

表情、作業をする目�線に気をつ�

けてスケッチ�し�ていく。ウニ採�

りの場所は深くて近�づけないの�

で、写真に撮ってい�ただいた。�

学校に戻り、写真か�らも海で働�

いている人の思いを�新たに感じ�

ることができた。�

　自分の心が揺さぶ�られた新鮮�

な感動や驚きを１枚�の画用紙に�

表現�し�ていく。スケッ�チをもと�

に�ト�リミング�し�たり、かき足�し�

たり、強調�し�たり�し�て自分の思�

いを鮮明に�し�ていく。ウニや�ホ�

ヤをじっくり見�て、混色や重色�

など彩色を工夫�する。�

　１年生の時の�海、２年生の時�

の海…と、卒業�までに６枚の海�

の絵をかくこと�により、心の中�

にふるさとの海�が広がり、�「海の�

子」と�し�て成長�し�てきている。�

（たかは�し�　さちよ）�

10

れあれ、どう�し�たのかな」と言�

葉も選ばず、反射的に�Ｎ君に尋�

ねて�し�まいま�し�た。するとＮ君�

は何もないような言葉�で「いい�

ことを思いついたので�、そっち�

に�し�ます」と言うので�す。私は�

内心「こんなにいい方�法を思い�

つき、粘り強く取り組�んだのに�

どうするのかな」と、�少々もっ�

たいない感覚すら覚え�ま�し�た。�

し�か�し�Ｎ君は全く迷う�余地もな�

く、するすると糸をほ�どき、の�

こぎりを手に取ったの�です。そ�

し�て、一方の枝の端の�部分を斜�

めに切り始めま�し�た。もう一方�

の枝は、側面を「く」�の形に切�

り込んでいきます。�

　Ｎ君が見つけた方法�とは、枝�

と枝を直接組み合わせ�て固定さ�

わけです。�

　切り込みを数箇所�につけると、�

その切り込みに麻ひ�もをめり込�

ませるように�し�て縛り始めま�し�

た。ギリギリとひも�の縛る音が�

し�ています。時々、�ひもに擦れ�

る手を痛がるように�、空中で振�

りながら赤くなった�手のひらを�

見つめていたり�し�ます。でも、�

あきらめずに続けて�います。�し�

ばらくすると「ふう�っ」と大き�

く息を�し�て、つくりつつあ�る作�

品を少�し�ほっと�し�た表情で眺め�

ています。�私も、�「よくやったな�

ぁ、なかなか粘り強�いぞ」など�

とにんまり�し�ていま�し�た。�

　ところが、なんと�Ｎ君は、そ�

の麻ひもをチョキチ�ョキ切り始�

めたのです。さすが�の私も「あ�

せる方法だったの�です。Ｎ君に�

よると、凸凹に削�った枝どう�し�

を互いに組み合わ�せ、縛りつけ�

ることで、より美�し�く、整った�

形をめざ�し�たというのです。�

　このようなＮ君�との時間は、�

みるみる過ぎてい�くステキな時�

間で�し�た。まるで言葉を�使わず�

とも会話�し�ているような、私と�

Ｎ君、そ�し�て材料までも仲間に�

し�て話�し�ているような、�そんな�

「ステキな時間」�がそこにはあ�

ります。便利で速�くてモノにあ�

ふれるこの時代、�図画工作科で�

味わうことのでき�る「ちょっぴ�

り不便でゆっくり�でモノをつく�

り出す」時間を大�切に�し�ていき�

たいと改めて思う�のです。�

（ほりぐち　きいち）�

高橋　�幸代�（岩手県九戸郡洋野�町立種市小学校）�

くわく、チャ�レ�ンジに、ちょっ�

ぴりの方向転換など�が見え隠れ�

し�てきます。�

　６年生のある授業�でのことで�

す。木の枝を使った�活動を�し�て�

いる時、�ある男の子�（Ｎ君と�し�ま�

し�ょ�う�）�が�ぽ�た�ぽ�た�と�汗�を�た�ら�

し�ながら一生懸命枝�と枝を縛り�

つけようと�し�ています。階段の�

手すりほどもあるそ�の枝を、な�

かなかうまく縛りつ�けることが�

北海道教育大学附属札幌小学校�
堀口　�基一�

1　�枚�の�絵�の�向�こ�う�に� 「篆刻」�の�指導�の�中か�ら�
箕輪　�利和�（茨城県稲敷市立江戸�崎中学校）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�
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色をぬっていくと、友だち�に見てもらってどんな�

ふうに見えるか聞いたり、�ちょっと離れて遠くか�

らその場所の色や形、模様�をもう一度見直�し�たり�

し�ていくことだろう。�

　活動の後は、できるだけ�みんなで活動の成果を�

見せ合えるように�し�たい。かく�し�た画用紙をみん�

なで探�し�、感想を発表�し�合うことでお互いのか�く�

し�方のよさや違いを味わわ�せていきたい。�

　造形遊びでは、評価が問�題にされやすい。子ど�

もたちの活動が広い場所に�散って�し�まって一人一�

人が何を�し�たのかわからない。または、�教師が子�

どもたちの行為�（活動）�が持つ意味や価値を見出�す�

ことができないなどが主な�理由である。�

　そこで、本題材では今ま�で取り組んできている�

ポー�ト�フォリオを活用�し�、自己評価・相互評価�、�

子どもたちの活動の様子や�作品などから子どもた�

ちの思いを読み取っていき�たい。�

・カメ�レ�オン　・たこ　・ななふ�し�　・蛾�

●子どもたちの代表�的な作品から�

13

　造�形�遊�び�は、�「何�を�指�導し�て�よ�い�の�か�わ�か�ら�な�

い。�」�「造形遊びは準備や後片づ�けが大変だ。�」�など�

の声をよく聞く。そこで�、できるだけ手軽にでき�

て、子どもたちが熱中�し�て行う造形遊びがないか�

と考えた題材が「画用紙�をかくそう」である。�

　一般的に画用紙と言え�ば、絵の具やパスをもと�

に�し�て、絵や模様などをかくた�めのものである。�

本題材では、このような�画用紙と�し�ての機能を捨�

て去り、新たな「かくす�」ものと�し�てみようと考�

えた。�

　本題材での「かくす」�とは、白い画用紙を床や�

壁に置くことから始まる�。体をかくす動物のよう�

に木の幹や葉っぱの上を�選ぶ子、はっきりと�し�た�

色がかくれているポスタ�ーや絵の上を選ぶ子など、�

子どもたちはいろいろな�かく�し�場所を見つけるこ�

とができるであろう。�また、�「ここは模様がたくさ�

んあるからかくれやすい�場所なんだ。�」とか、�「意�

外とはっきり�し�た色と形があるほうが�かくれやす�

いかも�し�れない。�」�など、いろいろなかく�し�場所の�

よさにも気がつくであろ�う。�

　画用紙を置いただけで�はずいぶんと目立って�し�

まう。そこで、画用紙を�かくす方法と�し�て色をま�

わりと同�じ�にする、まわりにある線や�模様を続け�

たいという気持ちが自然�と起こってくる。その中�

で、一人一人が自分のか�く�し�方を見つけていくこ�

とになる。例えば、まわ�りの壁の色をつくり出す�

子どももいるだろう。�し�か�し�、一度つくっても、�

合わせてみると違ってい�ることもある。そこで、�

ほかの色を混ぜ合わせて�何とか少�し�でも近づけよ�

うとする。こう�し�てつくり出�し�た色を全面にぬり�

つけたり、一部分にぬっ�たりすることで、子ども�

たちの活動は活発になる�だろう。�

　さらに、自分が選んだ�場所で画用紙に絵の具で�

①体の色や�形を変え�て、人間の目を�惑わ�し�て�い�
る動物は何だろう。�

1．は�じ�め�に�

教材研究�
小　�学　�校�

「画用紙�を�か�く�そ�う�」�
―環境�を�生�か�し�た�造形遊び―�

山梨県甲府市立�大里小学校　�大村　�一也�

2．題材�に�ついて�

3．授業の展開�（第６学年、�３時間）�

②画用紙�を�か�く�す場所�を�見�つ�け�て�、�か�く�し�て�み�よ�う�。�

＊相互評価のカー�ド�に記入�し�ながら鑑賞する。�

・床の模様や汚れが本物みた�いだね。　�

・ぞうきんの中にうまくかく�し�てあるね。�

＊自己評価カー�ド�に記入�し�ながら振り返る。�

・満足できるような作品にな�った。�

・かくす場所をうまく使って�、画用紙をかくすこ�

とができた。�

（1）�　�題材の設定につい�て�

　子どもたちは画用紙をかく�すために、教師の細�

かい指示などなくても自分な�りの工夫を続け、最�

後まで意欲的に活動すること�ができた。�

（2）�　�評価の工夫�

　ポー�ト�フォリオにより子どもたち�がいつでも自�

分の表現活動を振り返ること�ができるように�し�て�

いる。自己評価カー�ド�によって自らの活動を振り�

返ることにより、子どもたち�は自分の作品のよさ�

を感�じ�たり、次の表現活動に向けて�の課題を見つ�

けたりすることができるよう�になってきている。�

　�し�か�し�、子どもによっては、自分�の表現活動の�

振り返りをうまく文章に表せ�ない子もいる。また、�

その逆もある。授業中の子ど�もたちの表現活動を�

詳�し�く見ていくことの大切さ�を改めて感�じ�た。�

（3）�　�鑑賞活動について�

　本題材では、鑑賞活動に「�かく�し�た画用紙をさ�

がす」という意味づけを�し�た。そのことによって�

子どもたちは自然に鑑賞活動�に入っていくことが�

できた。�

　また、画用紙をさが�し�ながら鑑賞することによ�

って、どんな工夫がされてい�るかを考えながら鑑�

賞�（さがす）�することができた。�

（おおむら　かずや）�

③かく�し�た画用紙をみんなでさが�そう。�

④学習活動を振り返ろう。�

4．実践�を�終�え�て�

「ぞうきん」�
　廊下に置いてあるぞうきん掛けのそばでかいている子は、画用
紙をくしゃくしゃにして汚れをつけていた。教室から洗濯ばさみまで
持ってきて、本物のぞうきんの中でかくそうとしていた。まるで見る
人を騙そうとするかのようなたのしい作品になった。�

「床」�
　汚れているところをどうかけばいいんだろう。難しいな。など
言いながら、なんとか実物の色合いを出そうと工夫しながらで
きた作品。�

「ガラスの表示物」�
　窓ガラスにはられた表示物に画用紙を当て、表示物の輪郭
を取って緻密にかこうとしている。まるで、写真に撮ったような
作品が完成した。�

「下駄箱の上履き」�
　下駄箱に上履きが入っているように立体的にかこうとしてい
る。かくすというより、こんなふうに見えるよ、というメッセージを
感じる。�
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　見た目の美�し�さ、ユーモアを感じさせ�るものや、�

自分の部屋であることを強�調するものであっても�

よいこと、特にリバーシブ�ルであることを利用�し�

て、絵や配色が変化するな�どの工夫があるとよい�

ことに�し�た。�

（2）�　�木彫による効果�

　浮き彫りなどの木彫技法�を使って半立体的な効�

果を出せること。小学校の�図画工作でも彫刻刀を�

使うが、主に木版画におい�て使用されることが多�

い。ここでは、彫りそのも�のの美�し�さと技法上の�

効果について経験させたい�と考えた。�

（1）�　�素材について�

　材料となる板は縦20㎝、�横10㎝、�厚さ1㎝で、�穴�

の大きさが直径６㎝。この�サイズは実際の�ド�アノ�

ブから割り出�し�た。これを基本と�し�て、必要に応�

じ�て電動糸のこぎりで角を�切断するなどの加工を�

し�てもよいことに�し�た。�

（2）�　�文字について�

　字数が多いと画面が煩雑�になり、インパク�ト�が�

弱くなるおそれがあるのと�、�レ�イアウ�ト�に制限が�

多くなることから、どんな�言葉を入れるかよく考�

えるように指導�し�た。�

　特に表裏で伝える内容を�変えることから、言葉�

がなるべく対になるように�との条件を設けた。生�

徒の反応を見ると、自分の�部屋の�ド�アに掛けると�

いう者が圧倒的に多く、�「勉強中：自由時間」�「睡�

眠中：外出中」�「IN　DOOR：OUT　DOOR」�など�

がよく見られた。�

　また、彫りを施す際に、�ある程度の太さが必要�

であることも考慮させた。�

（3）�　�木彫表現につい�て�

　木彫技法の基本技法と�し�て片切彫り、浮き彫り、�

かまぼこ彫り、薬研彫り、�菱合彫りなどを指導�し�
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　授業時数削減の影響に�より、一つの題材にあま�

り長い時間をかけられな�くなるとともに、題材の�

種類を多くすることが難�し�くなった。そこで内容�

にも工夫が必要となって�きたのだが、本題材は視�

覚伝達というデザインの�要素と、木彫という工芸�

の要素を複合�し�た題材と�し�て設定�し�た。�

　ホテルに宿泊すると、�就寝中やベッ�ド�メイキン�

グを知らせるのに�ド�アノブにかけるプ�レ�ー�ト�があ�

る。普通は文字だけで表�されているが、自分にか�

かわる部屋にかけると�し�たら、どんなたの�し�いプ�

レ�ー�ト�をつくることができるだ�ろうか、というの�

が表現への出発点である�。�

（1）�　�視覚による伝達表現�

　表裏でデザインが変わ�ること＝リバーシブル・�

デザインである。例えば、�IN：OUT、ON：OFF、�

在室：外出中など、プ�レ�ー�ト�を掛け替えることで�

来訪者に情報を伝える。�ここで留意するのは、誰�

に�（知らせる対象）�、何を�（知らせる内容）�、どのよ�

うに�（表現方法）�知らせるのかである。�

　また、文字の意味で表�すだけではなく、色や形�

を工夫�し�たり、絵を入れたりすること�で見た人を�

たの�し�ませるものであることが�大切である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

1．は�じ�め�に�

教材研究�
中　�学　�校�

「�ご�来室�の�方�へ�」�
―�ド�ア�ノ�ブ�・�プ�レ�ー�ト�の�制作―�

石川県立金沢錦丘中学�校　�小西　�裕一�

た。その中でデザインを考�える際に必要な技法を�

選択できるように�し�た。特に浮き彫りとかまぼ�こ�

彫りは、半立体表現を行う�上で、彩色と相まって�

効果が大きいことから、彫�る部分と残す部分をど�

うするかが重要となる。意�匠については、ほとん�

どの生徒は具象による表現�を選んだが、中には線�

彫りによる抽象の表現を選�んだ生徒もいた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�　�彩色について�

　描画材料はアクリルガッ�シュを使用�し�た。耐水�

性・耐久性が高く、通常の�水性絵の具では手で触�

っているだけでも色落ちす�るため、ニスによる保�

護等が必要であるから、ア�クリルガッシュが本題�

材には適�し�た描画材料と言えるだ�ろう。�

　また、アクリルガッシュ�は不透明性があり、被�

膜性が強いことから、修正�や重ね塗りも容易であ�

る。発色の鮮やかさと相ま�って、彩色の苦手な生�

徒の失敗へのおそれを軽減�するだけでなく、仕上�

がりのよさが完成作品への�満足感を高めることに�

なった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（5）�　�仕上げについて�

　仕上げは、以下の中から�選択させることに�し�た。�

①�彩�色�艶�消�し�仕�上�げ�…�サ�ン�ド�ペ�ー�パ�ー�240番�で�軽�

く下地処理を�し�て彩色�し�、完成させる。�

②彩色光沢仕上げ…①の後�、ニスを二度塗り�し�て�

完成。その際、一度に厚�く塗るとムラができた�

り流れたりすることがあ�るので、薄めに１回目�

を塗って、乾いた後、や�はり薄く２回目を塗る�

のが肝心である。�

　本題材を行う際に心配だっ�たのは、扉が開き戸�

ではなく、和室に見られる引�き戸のように�ド�アノ�

ブ自体がない場合のことであ�る。幸い、事前のリ�

サーチでは家の中にまったく�ド�アノブがないとい�

う生徒は極めて少なく、また�ノブがなくても、フ�

ックになるものを取りつけれ�ば、それに引っかけ�

ることで解決することができ�た。�

　彫刻刀を使う題材を行って�いて、昨今、強く感�

じ�るのは、刃物の扱いに慣れ�ていない生徒が非常�

に多いことである。小学校で�は木版画で初めて彫�

刻刀に触れることが多く、そ�の際、刃の種類や基�

本的な使い方を習う。実際に�彫る体験を通�じ�て、�

時には失敗�し�ながら、正�し�い持ち方や刃の当て方�

を体得�し�ていくのだか、中学校で再�びやらせてみ�

ると、実に危なっか�し�い操作をする者が多い。�

　加えて、小学校時代から持�ち越�し�てきている彫�

刻刀そのものが刃こぼれ�し�ていたり、切れ味が鈍�

っていたりすることがよくあ�り、余分な力が入る�

ため、�「切れない刃物ほど�（手を）�切りやすい」�の道�

理である。�

　そのような彫刻刀は、見つ�け次第、彫刻刀研ぎ�

機で研いでやる。生徒は生ま�れ変わったかのよう�

な刃に驚嘆�し�、軽くスムーズになった彫り�味に大�

変喜ぶ。それがまた制作への�意欲につながってい�

くのであるが、現状では教師�の中に刃を研げる者�

が少ないということが残念で�ならない。�

　美術という教科の特殊性を�鑑みると、ジャンル�

の幅広さから、すべての領域�を網羅することは難�

し�いものの、題材の設定にお�いて教師の裁量が生�

か�し�やすい教科であるとも言�える。新�し�い内容を�

取り入れたり、運用を見直�し�たり�し�て、題材の精�

選を進めるとともに、自己研�鑽を続けることによ�

って教師自身が扱える範囲を�広げようとすること�

が大切であるように思う。�

（こに�し�　ゆういち）�

2．造形表現上のポ�イ�ン�ト�

3．制作の中で�

4．おわ�り�に�

③ワックス仕上げ…サン�ド�ペーパー120番か240番�

で�磨�い�た�後、320番�で�光�沢�が�出�る�ま�で�磨�き�込�み、�

最後はワックスと布で仕上�げる。本来は木目を�

生かす技法であるため、材�料を選定する際に、�

木目がきれいな木を選んで�もよい。�

アイディアスケッチ� 下がき図�
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　昨年の七夕の日、図画�工作で鑑賞領域の公開授�

業をすることになった。�そこで、今回は�「再構成」�

という手法を取り入れ、�地域素材を生か�し�た鑑賞�

の学習にチャ�レ�ンジ�し�た。�

　1988年に始まり、国内�外の彫刻家を招いて隔年�

で開催され、昨年の第10回をもって最後となった�

「米子彫刻シンポジウム�」�。�このシンポジウムで制�

作された作品が、校区に�ある米子市文化ホールか�

ら湊山公園までの新加茂�川沿いの「彫刻ロー�ド�」�

（2）�　�第２次�（60分）�

①プリン�ト�アウ�ト�し�た彫刻作品の写真をはさみ�で�

切り取り、のりで画用紙�にはる。�

②鑑賞によって得た思いを�大切に�し�、その作品を�

17

◆�「教育研究会」と�は�

　この会は大島町・大瀬戸�町・西海町・崎戸町・�

西彼町の５町からなる西海�市と、長与町・時津町�

の２町からなる西彼杵郡の�小・中学校の先生方で�

構成された教育研究団体で�す。�

　平成19年度の図工・美術�部会には、小学校26名、�

中学校９名、計35名の部員�がおります。普段の研�

修は３支部に分かれ、その�支部ごとに活動するこ�

とが多いのですが、より研�修を深めるために全体�

でも行っています。�

◆子どもたちのため�に、自分自身のため�に�

　子どもたちのために、そ�し�て教師と�し�ての技量�

をより高めるために、夏季�休業を利用�し�て実技研�

修会を行っています。講師�は外部からお招きする�

こともありますが、部員の�中で講師をお願い�し�て�

行っています。内容は、全�員が同�じ�実技を行うの�

ではなく、絵画・工作・彫�刻などいろいろと経験�

できるように、複数の講師�によって研修を深めて�

います。この研修会は、部�員のみならず、受講を�

希望する方はどなたでも参�加できるようになって�

います。�

　また、図工科の授業、美�術科の授業をお互いに�

公開�し�て研究協議を行い、よりよ�い授業の在り方�

造形�ピ�ッ�ク�ア
�ッ�プ��
�

　地域素材である彫刻作品と�出会い、見て、触っ�

て、感�じ�たことをもとに、児童一人�一人が自分の�

思いを広げ、再構成すること�ができた。また、互�

いの作品を鑑賞することで、�主体的に作品や友だ�

ちにかかわることもできた。�学習後、地域の彫刻�

作品への興味や関心が高まり�、実際に彫刻シンポ�

ジウムに参加�し�、自ら石の彫刻にチャ�レ�ンジする�

児童も見られた。さらには、�そこで知り合った彫�

刻家と親�し�くなり、手紙のやり取り�をする児童さ�

えもあった。児童の手によっ�て再構成された作品�

は、一人一人の夢を乗せ、彫�刻ロー�ド�から旅立っ�

た。� （おおに�し�　こう�じ�）�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�
品を選んだけれど、ほかに�もすばら�し�い作品ばか�

りで、またいろいろな彫刻�作品を見たいと思いま�

し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

1．は�じ�めに�

についても研究を深めていま�す。子どもたちが自�

分の思いを生き生きと表現で�きるような授業づく�

りに努めています。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

◆子どもたちの作品を�見て�

　毎年行われる「子ども県展�」のブロック審査も�

教育研究会の部員で行います�。たくさんの作品の�

中から入選作を選出するので�すから、�「審査は難�し�

い。�」�という声も聞かれるので�すが、審査の視点を�

共通理解�し�た上で行っています。こ�の審査会を通�

し�て、子どもたちの作品を見�る力を養うとともに、�

今後の指導をどのように行っ�ていけばよいかを考�

えることができるようになり�ます。子どもたちの�

作品から多くのことを学び取�ることができる、と�

てもよい機会です。� （うらた　�し�げと）�

と称される遊歩道約�

５㎞にわたって設置�

されている。この野�

外美術館とも言える�

彫刻ロー�ド�に立ち並�

ぶ彫刻作品との出会�

いをきっかけに学習�

を展開�し�た。�

（1）�　�第１次�（60分）�

①彫刻ロー�ド�を歩き、彫刻作品を見た�り触ったり�

し�ながら、石の色や形、質感�などを味わう。�

②自分の気に入った彫刻�作品を、自分のすきな角�

度からデジタルカメラで撮影�する。�

どこに置きたいか、�

どう見立てたか、ク�

ー�ピ�ーで背景をかき�

加え、作品に仕上げ、�

題名をつける。�

③再構成�し�た作品を小グループや学級全�体で発表�

し�、意見を交流�し�合う。�

（3）�　�この学習で大切�に�し�たこと�

①彫刻作品をもとに再構成�することで、作者の思�

いに触れさせる。�特に、�「この色、�この形、�この�

質感、この角度」といっ�たこだわりを大切にす�

る。�

②児童のつぶやきを大切に�し�、評価を加える。�

③人によってものの見方や�感�じ�方が違うことに気�

づかせ、互いの作品のよ�さや思いを共有する。�

　ぼくは、たまに彫刻ロー�ド�を通ることがあるけ�

れど、意識�し�て彫刻作品を見たことがあ�りません�

で�し�た。でも今回の学習で、へこ�んでいる所や出�

っ張っている所、みがいて�ある所やざらざら�し�て�

いる所、うすい色やこい色�など、近くでよく見る�

とちがいがよくわかりま�し�た。ふつうの石を、み�

んなの心をなごませること�ができるような彫刻作�

品、芸術作品に変えられる�なんてすごいと思いま�

し�た。ぼくは、�「月に向かって進め�'�96」という作�

彫刻ロー�ド�か�ら�の旅立ち　�―見て、�触�っ�て、�感�じ�て―�
主体的なかかわ�り�を�大切�に�し�た鑑賞学習�（第5学年）�

2．地域素材�の活用�

3．実践事例�「彫刻ロー�ド�からの旅立ち」�

4．学習を�終えて�（児童Ａの感想から）�

5．お�わりに�

感�性�を�培�い�、�創造�に�喜ぶ子�ど�も�の育�成�を�め�ざ�し�て�
―　�西海市�・�西彼杵郡教育研究会　�図工�・�美術部会　�―�

に�し�そ�の�ぎ�

鳥取県米子市立就将小�学校　�大西　�浩治�

長崎県西彼杵郡�時津町立時津北小学校�　�浦田　�成人�

「月に向かって進め’96」�

彫刻ロード�

「止まらぬ時の船」（児童Ａの作品）�


